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部下の自死に接したリーダの行動の是非 

管理職のクライシス・マネジメントを考える 
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ケース教材の概要 

 

 管理職である高橋は、ある日の早朝、休憩室で部下の自死に遭遇する。そのビルには、

おおよそ 300名の従業員が勤務していた。 
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 管理職が対応を一つ間違えれば、組織の混乱を招き、多くの従業員が心の傷を負うこと

にもなりかねない。管理職は、そのような想定外の事態に遭遇した時に、どのような対応

をすべきなのか？ 

  

 本ケース教材は、部下の自死に接したリーダの行動を追ったものである。 15 

  

   


